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挑戦と実践 
 

令和５年１２月２０日 第３号   
《受験勉強をスタートした時期別の合格率です》  

 

冬休みが始まるこの時期、目標実現に向けて準備を進めることとともに、有意義な 

時間を過ごすことが大切です。以下は、冬休みを有意義に過ごすための提案です。 

リフレッシュとリラックス: 長い学期を終え、自分をリフレッシュさせるために 

十分な休息を取りましょう。好きな本を読んだり、映画を見たり、リラックス 

する時間を大切にしましょう。ただし、スマホの使い過ぎには注意しましょう。 

自己成長への時間: 何か新しいことに挑戦してみるのはいかがですか? 趣味やスポーツ、プログラミ

ングなど、自分の興味を追求し、新たなスキルを身につける素晴らしい機会です。 

進路に向けた考察と計画: 高校生活も半ばを過ぎ、進路について真剣に考え、計画的に取り組む良い

機会です。３学期はいわゆる『３年０学期』と言われる大切な時期で、頑張る人とそうでない人の差

が最も開きやすく、重要な時期です（右上のグラフ参照）。 夢や目標に向けて、冬休みを活用して進

路についてじっくり考えて、計画し、取り組みましょう。 

家族や友達との時間: 大切な人たちと過ごす時間も忘れずに。冬休みは家族や友達との絆を深める良

い機会です。 

健康を大切に: 寒さに負けず、適度な運動やバランスの取れた食事で体調管理を心掛けましょう。 

 

皆様が充実した冬休みを過ごし、新たなエネルギーを蓄え、来年に向けて更なる飛躍ができることを

期待しております。どうぞ素晴らしい冬休みをお過ごしください。   

第２学年担当一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実地調査（のと鉄道穴水駅） 
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第一志望校に合格するためには 

１１月３日（金）に、総合

的な探究の時間で探究活動

の中間発表会が行われまし

た。発表までにアンケート

や燃焼実験、実地調査など

どの班も意欲的に活動しま

した。「先輩と語る会」で来

校されていた、社会で活躍

されるＯＢ・ＯＧの方々に

も講評をいただきました。  

３学期の最終発表に向け

てこの後も頑張ろう！  



 

 

今年度は悪天候により日程が延期され、10 月 30 日にようやく開催できました！男子 10km、女子 6km

の長距離を全校生徒で走り抜きました。フレッシュな１年生、部活動を引退したけれどまだまだ体力がある

３年生との激戦の中、今年度は男子 7 名、女子９名が上位二十傑に入賞しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 曽山  裕太 （２５H） 

副会長 加藤  翔星 （２２H）、谷内 優集（２４H） 

書 記 廣瀬 智羽矢（２２H）、中村 莉望（２４H） 

会 計 濵名  由萌 （２２H）、橋本 和香（２５H） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の主な予定＞

12/29（金）～ 1/3（水）登校禁止  

1/ 6（土）ハイレベル模試（希望者） 

1/ 9（火）３学期始業式、大掃除、 

校内実力テスト①  

   10（水）校内実力テスト②      

   13（土）ベネッセ総合学力テスト 

 

   20（土）英語検定（希望者）          

27（土）土曜演習  

2/ 3（土）進研共通テスト模試 

※2月以降の予定は、 

ホームページ→お知らせ・ご案内→行事予定 

からご確認いただけます。 

男子 2 年生入賞者 

5 位 本多和真(22H)  14 位 北瀬 諒(22H) 

9 位 吉岡唯伸(21H)  15 位 岩田千弘(24H) 

11 位 高田泰晟(24H)  18 位 胡摩結仁(24H) 

13 位 白井佑京(22H)   

女子 2 年生入賞者 

1 位 中村莉望(24H)  12 位 濵名由萌(22H) 

2 位 松生惟里(24H)  15 位 土藏唯菜(23H) 

3 位 杉本良美(25H)  19 位 松浦菜央(25H) 

4 位 谷内優集(24H)  20 位 佐藤花暖(23H) 

7 位 安中颯花(21H) 

後期生徒会長の曽山裕太です。私が生徒会長になろうと思った理由は、自分を変えたい

と思ったからです。また、生徒の前に立つことの重要性を学びたいと思ったからです。

後期には大きな行事がありませんが、生徒全体を支えられるように努めていきます。  


